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※1  学生が、その仕事に就く能力が自らに備わっているのか、または自らがその仕事で通用するのかを見極めることを目的に、自らの専攻を含む
関心分野や将来のキャリアに関連した企業の実務を体験する活動

生
生
活
の
早
い
段
階
で
社
会
と
の
接
点
を
つ
く

る
こ
と
で
「
自
己
理
解
」
と
「
社
会
理
解
」
の

循
環
を
創
出
し
、
現
時
点
の
自
身
の
能
力
と
社

会
に
出
て
か
ら
求
め
ら
れ
る
能
力
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
知
る
こ
と
、
学
習
意
欲
の
喚
起
、
学
生
の
次

の
挑
戦
へ
の
後
押
し
な
ど
、
学
生
生
活
を
主
体

的
に
取
り
組
む
た
め
の
意
識
づ
く
り
・
き
っ
か

け
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
0
2
2

年
度
は
初
年
度
な
が
ら
、
事
前
研
修
を
受
講
し

た
学
部
1
・
2
年
生
の
う
ち
、
学
内
選
考
を
通

過
し
た
2
3
3
人
が
夏
季
休
業
期
間
（
8
月
1

日
〜
9
月
19
日
）
に
協
力
企
業
・
団
体
の
実
習

に
参
加
し
ま
し

た
。
事
後
面
談

や
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
学
生
お
よ

び
企
業
・
団
体

か
ら
の
満
足
度

が
高
く
、
本
来

の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

M
eiji Job Trial

の
目
的

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

近
年
変
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
に

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め
と
す
る
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
係
る
取
組
の
推
進
に
当

た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方
」
が
見
直
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
一
般
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
呼
ば

れ
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
就
業
体
験
活
動

（
※
1
）」
を
重
視
し
て
、
タ
イ
プ
1
〜
4
に
正

式
に
分
類
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う

名
称
を
使
用
で
き
る
の
は
、
タ
イ
プ
3
（
汎
用

的
能
力
・
専
門
活
用
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

と
タ
イ
プ
4
（
高
度
専
門
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）
の
み
と
な
り
ま
し
た
。（
図
1
参
照
）

ま
た
、
一
般
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
呼

ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
企
業
数
は
、

5
年
ほ
ど
前
の
5
割
程
度
か
ら
こ
こ
数
年
で
7

〜
8
割
程
度
に
一
気
に
増
加
し
、
学
部
3
年
生

向
け
に
早
期
採
用
選
考
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
前

述
の
タ
イ
プ
3
に
限
り
、
一
定
の
条
件
の
下
で

取
得
し
た
学
生
情
報
を
広
報
活
動
や
採
用
選
考

活
動
に
使
用
で
き
る
方
針
も
決
ま
り
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
就
職
活
動
の
関
連
性
が
認
め

ら
れ
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
大
学
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
就
職
活
動
お
よ
び
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
変
化
を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
早
期
か
ら
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
心
を
持
ち
、
自
身
の
進
路

を
主
体
的
に
選
択
で
き
る
学
生
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
2
0
2
2
年
度
か
ら
学
部

1
・
2
年
生
限
定
に
限
定
し
て
就
業
体
験
を
重

視
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「M
eiji Job Trial

」
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
学

学
生
の
反
応

2
0
2
2
年
度
はM

eiji 

Job Trial

の
初
年
度
で
し

た
が
、
就
職
キ
ャ
リ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
と
の

事
後
面
談
に
は
97
・
6
%

の
学
生
が
参
加
し
、「
社

員
と
交
流
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」「
今
後
の
学
生

生
活
に
向
け
て
よ
い
刺
激

に
な
っ
た
」
と
い
う
前
向

き
な
声
が
多
数
聞
か
れ
ま

し
た
。
加
え
て
、
学
生
向

け
の
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
92
・
2
%
が
満
足
・

や
や
満
足
と
回
答
し
ま
し

た
。
特
に
学
習
意
欲
の
向

上
に
つ
い
て
、
92
・
5
％

が
向
上
し
た
・
や
や
向

上
と
回
答
が
あ
り
、「
将

来
的
に
選
択
で
き
る
業
種

の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
所

属
学
部
の
学
び
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
に

PROFILE

学内オリエンテーションの様子

（出典）採用と大学教育の未来に関する産学協議会2021年度報告書
「産学協働による自律的なキャリア形成の推進」

図1   学生のキャリア形成支援における産学協働の取組み 各類型の特徴
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Education of Meiji University

【対象】
全10学部の1・2年生

【参加学生】
合計233人（学部1年生76人、学部2年生157人）

【協力企業・団体/コース数】
●協力企業・団体数：185社　●コース数：223コース
※企業・団体によっては複数コースをご準備いただいております

【企業・団体での就業体験プログラム要件】
●受入期間：夏季休業期間（8月1日～9月19日）　●実働日数：3日間以上　●実働時間：15時間以上（昼食休憩時間を除く）

【企業・団体プログラムの実施方法】
対面、ハイブリッド（対面・オンライン）、オンライン
（オンラインは、日常的に当該業務がオンラインで行われており、学生が参加できる環境が整備されている場合、また「対面で
実施した場合と同等の学修効果がある」と考えられる場合のみ可）

【プログラム全体のスケジュール】
1．事前研修受講・事前研修課題提出：4月14日（木）～5月27日（金）

Meiji Job Trialの目的、自己分析、業界研究等について事前研修で学習し、その後課題を提出。
2．企業・団体によるプログラム説明会：5月16日（月）～5月20日（金）
任意で参加した企業・団体のプログラム説明会。

3．WEBテスト：5月17日（火）～5月30日（月）
言語、非言語、一般常識等のWEBテストをオンラインで受検。

4．応募書類提出：第1希望受付　5月18日（水）～5月31日（火）、第2希望受付　6月9日（木）～6月15日（水）
志望動機等の応募書類を提出。第1希望の選考後、受け入れ枠に余裕があるコースについて第2希望の募集を実施。

5．選考結果発表：6月27日（月） 
6．企業・団体での実習参加：8月1日（月）～9月19日（月）【夏季休業期間】
7．事後面談：9月26日（月）～9月30日（金） 
企業・団体での実習から学んだことや成長したこと、今後の目標等について就職キャリア支援センター相談員と個別に面談。

Meiji Job Trialの概要

も
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
や

「
社
会
に
出
て
生
か
せ
る
ス
キ
ル
や
得
意
と
言
え

る
武
器
が
何
も
な
い
こ
と
に
何
度
も
気
付
か
さ

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
っ
た
た
め
、
就
職
活
動

を
始
め
る
ま
で
の
残
り
の
時
間
で
さ
ら
に
自
分

を
磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
」

と
い
う
前
向
き
な
声
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
企
業
・
団
体
に
は
、
①
業
界
・
企
業

説
明
、
②
社
員
と
の
交
流
会
、
③
仕
事
体
験

（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
ま
た
は
実
地
形
式
）、

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
⑤
企
業
・
団
体
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込

む
よ
う
事
前
に
依
頼
し
て
お
り
、
参
加
学
生
か

ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。
例
え
ば
「
会
議
の
参

加
や
店
舗
ラ
ウ
ン
ド
、
履
歴
書
添
削
等
多
岐
に

わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
よ
り
実
践
的
で
日
常
の
業
務
に
近
い
形

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
社

会
人
の
仕
事
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
深
く
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
や
「
当
初
対
面
の
予
定

だ
っ
た
も
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
さ
れ
、
対

面
で
し
か
得
ら
れ
な
い
緊
張
感
や
体
感
的
な
も

の
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た

が
、
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
行
う
商
品
開
発
や
売
り
場
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
は
思
え
な
い

よ
う
な
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
企
業
・
団
体

の
ご
協
力
に
よ
り
参
加
学
生
の
学
び
や
気
付
き

の
多
い
実
習
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

企
業
の
反
応

2
0
2
2
年
度
は
、
入
学
し
て
間
も
な
い
学

部
1
年
生
や
就
職
活
動
を
始
め
て
い
な
い
学
部

2
年
生
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
企
業
・

団
体
の
感
触
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
後
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
92
・
8
%
に
満
足
・
や
や
満
足

と
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
「
低

学
年
か
ら
就
業
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
業
界

に
対
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
真
っ
白
な
状
態
で
、

ま
た
専
門
知
識
等
も
そ
こ
ま
で
習
っ
て
い
な
い

状
態
で
、
現
実
に
直
面
し
て
も
ら
え
る
た
め
、

勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
分
、
素
直
に
業
界
に

入
り
込
ん
で
く
れ
た
」
や
「
事
前
学
習
・
事
後

学
習
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
た

め
、
1
年
生
で
あ
り
な
が
ら
参
加
学
生
の
レ
ベ

ル
が
高
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
参
加

学
生
の
積
極
的
な
姿
勢
を
評
価
い
た
だ
き
ま
し

た
。
併
せ
て
2
0
2
3
年
度
以
降
のM

eiji Job 

Trial

の
参
加
に
関
し
て
も
、
今
年
度
の
参
加
企

業
・
団
体
の
う
ち
約
4
分
の
3
か
ら
す
で
に
参

加
の
意
向
が
あ
る
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
回
答
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
次
年
度
に
向
け
て
本
学
と
し

て
も
よ
り
良
い
体
制
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
に
向
け
て

2
0
2
2
年
度
はM

eiji Job Trial

の
初
年
度

で
あ
り
ま
し
た
が
、
1
8
5
社
の
企
業
・
団
体

の
ご
協
力
の
下
、
2
3
3
人
の
学
部
1
年
生
・

2
年
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
充
実
し
た

就
業
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
取
り
巻
く
環
境
を
含
め
て
就

職
活
動
は
今
後
も
変
化
し
続
け
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
も
早
い
段
階
で

個
々
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
2
0
2
3
年
度
以

降
も
、
本
学
の
方
針
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企

業
・
団
体
様
と
一
緒
に
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
役
立
つ
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

実習先でのグループワークの様子

実習先での学生発表の様子
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